
　二酸化炭素は温暖化の原因となることから，カーボンニュートラル実現のため
に，排出量削減が求められている．二酸化炭素を，一酸化炭素やメタンを始めと
した有用な資源へと変換することができれば，二酸化炭素排出量削減だけでなく，
化石燃料といった資源の使用量削減にもつなげることができる．そこで，二酸化
炭素を有用化合物へと変換する触媒材料についての最新の研究を紹介する．
� （特集担当委員：布谷直義・柳田さやか・佐藤泰史・加賀洋史）
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